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午 ��)�位r�岩手県 亶ｸ�侈r�秋凹県 伜(ﾆ�ﾊr�福島県 俘xﾇb�
1875-1879 �� ��� �� ���
1880-1884 �� �� �� ��
1885-1889 �� ��� �� ���
1890-1894 �� ��� ��1 �"�
1895-1899 �� ��� ��1 �"�
1900-1904 �� ��� �� ���
1905-1909 ��� �� �� ���
1910-1914 �� ��1 �� ���
1915-1919 �� ��1 �� ���
1920-1924 �� �� �� ��
1925-1929 ��1 �� �� ���
1930-1934 �� �"�1 ��1 釘�
1935-1939 �� �� ���1 �"�
1940-1944 迭� ��� �� 澱�
1945-1949 �� ��1 �"�2 迭�
1950-1954 ��� ��I ��2 釘�
1955-1959 �2�4 �"�2 ���3 友｢�
1960-1964 ��2 ��1 ���1 迭�
1965-1969 澱�2 釘�1 �"�2 ��r�
1979-1974 �"�6 �2�4 �"�4 �#��
1975-1979 ���4 釘�1 �"�4 ��b�
1980-1984 釘�4 �"�2 �"�6 �#��
1985-1989 �"�5 途�4 �2�3 巳ﾆﾂ�
1990-1994 ��8 澱�2 �2�6 �#R�
1995-1999 �2�3 ��b�2 迭�9 �3��
2000-2004 �"�1 迭�1 ���1 免ﾂ�























































































午 ��)�位r�岩手県 亶ｸ�侈r�秋凹県 伜(ﾆ�ﾊr�福島県 俘xﾇb�
1875-1879 �� �� �� ��
1880-1884 �� �� �� ��
1885-1889 �� �� �� ��
1890-1894 �� �� �� ��
1895-1899 �� ��� �� ���
1900-1904 �� �� �� ��
1905-1909 �� �� �� ��
1910-1914 �� �� �� ��
1915-1919 �� �� �� ��
1920-1924 �� �� �� ��
1925-1929 ��� ��2 ��1 釘�
1930-1934 ��1 �� �� ���
1935-1939 �� ��2 ��� �2�
1940-1944 ��1 ��1 ��� �2�
1945-1949 �2�2 ���1 ��� 唐�
1950-1954 �2� �� �"�1 澱�
1955-1959 釘�6 唐�4 �"�4 �#��
1960-1964 ���4 唐�2 ���5 �#�ﾒ�
1965-1969 途�5 ����3 ���6 �3"�
1970-1974 汎��6 唐�4 ��2 �#B�
1975-1979 �� 迭� ��9 ��苒�
1980-1984 ��3 �"� ��3 唐�
1985-1989 ��1 �� ��4 迭�
1990-1994 �� �� ��2 �"�
1995-1999 ��1 �� ��2 �2�
2000-2004 �� �� �� ��
23 �3��43 ����9 �3��163 
七
なってきた｢家族葬｣とか｢直葬｣といっ
た狭い範囲の身内だけで行われる葬儀の増加へと繋がっているものと思われます｡
これに関連して､摘め手からのデータを見てみましょう｡このごろ新聞の計報を見ていると｢葬
儀は近親者のみで済ませました｣っていう記述､すごく多いですよね｡このような傾向について､
私は以前､十年おいて調べたことがあるのです､朝日新聞掲載の死亡記事､ 12月分だけを見た結
果です｡ 1996年には､そのような記述はたった2%しかなかったのです｡それが10年後の2006年
では39%になっているのですね｡ 20倍近くの増加ですが､これだけ親族のみで行われる葬儀が増
えているというわけです｡それに伴って､ ③の意味での｢密葬｣という表現が増えてきているの
かなという気がいたします｡なお呼称に関しては､他に｢密葬出棺形式｣ ｢火葬埋葬｣ ｢火葬本葬
式｣ ｢前火葬｣といった表現も確認されます｡
では､ ｢骨葬｣がいつ頃から開始された習俗であるかという問題に移りましょう｡簡単に考え
れば､この習俗は土葬主流であった葬法が火葬へ移行して以降に始まったと考えることが妥当だ
と思います｡つまり､遺体を焼く慣行のなかった土葬時代には見られなかった習俗であるのは間
違いありません｡そうすると､だいたい東北地方の土葬から火葬への移行期に当たる1950年代後
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半以降盛んになったと考えるのが妥当ではないかと思います(<表2 >参照)｡ならば､ ｢骨葬｣
という習俗を始めるようになった理由はどこにあったのでしょう｡この質問項目に対する回答は
さまざまにあるのですが､その内容を集約しますと､以下の四点に絞ることができます｡
① ｢利便性｣
火葬に関わる時間には､直接遺体を炉に入れて茶毘に付す時間のみならず､遺族が火葬場と往
復するための時間などが必要になることから､全部で3-5時間程度かかることになります｡そ
のため葬儀･告別式の後に火葬を設定すると､その日のうちに納骨したり､四十九日･百ケ日な
どの法要を執り行う時間が非常に限られたものになります｡特に遠隔地から来た親戚で､その日
のうちに帰ろうという人がいる場合は､時間的にかなりタイトなものになります｡その意味で､
前もって火葬を済ましておけば葬儀･告別式終了後の時間的余裕が生じるというわけです｡
また寺にとっての利便性としては､葬儀が重複した場合､遺体ではなく焼骨ですと､扱いが楽
になると言うことがあります｡それは葬儀社にとっても同様で､先に焼いてしまうと､葬儀･告
別式後すぐに精進落としにかかれ､会場占有時間の短縮化にも通じることになります｡これはま
た､葬儀の手伝いの人々への負担軽減にも通じることになります｡
(妥｢衛生面｣
死者が出てから葬儀が終わるまでには､三日から一週間かかることが普通です｡そのため遺体
が傷むことが問題になります｡現在ではエンバーミングのような科学技術を活かした方法も現れ
てはいますが､方法としては｢火葬｣にすることで､衛生面をクリアできることになります｡
③ ｢死蔵観念｣
またそれと関連して､死をケガレと見る､そして死者をケガレたモノと見る死蔵観念が広く見
られるといいます｡これは一般社会のみならず､現代のお寺においても強くもたれている観念で
す｡こだわりをもつ住職のいらっしゃるお寺では､火葬前の遺体のことを｢ナマボトケ｣と呼ん
で縁起の悪い不浄なモノと考え､寺の本堂や葬儀会館に搬入することを認めないこともよくある
のだそうです｡住宅事情などの点から自宅での葬儀が困難になってきた時代､やがては会館葬に
シフトしていく流れの中に見られた一つの選択肢として寺院葬があるのですが､寺院側の死穣観
をクリアするために｢骨葬｣が定着してきたという見方をもつ回答も複数見られました｡
④その他
それからこれもよく言われますが､戦死者が遺骨で帰ってきたことを契機に､遺骨で葬儀を執
り行うことに違和感が生まれなくなったのだという説明も聞くことができます｡確かに､多くの
日本人が遺骨で葬儀を行った最初は､戦死者の葬儀であるかも知れません｡またその他､火葬を
済ますことでよく知っている死者の姿を見ることができなくなるわけで､そのことによってグ
リーフワークといいますか､心の整理が早く行われるためと言う意見があります｡さらに､早く
骨にすることで早く土に帰る､こういった言い方もあるかと思います｡
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4.むすび
さて､これまでのお話しをまとめてみましょう｡東北地方に独特と考えられている｢骨葬｣の
受容にはさまざまな契機があることがわかってきました｡多分一つの理由だけではなく､いくつ
かの理由が絡み合う中で､結果として｢骨葬｣が選択されてきたのだと思います｡そのような中
で､一つだけ言える共通点は｢骨葬｣の開始は､土葬から火葬-と葬法の変化が定着しだして以
降のことで､実はそれほど古くからの習俗ではないということです｡
しかしそのような葬法の移行も､おそらく近代以降の日本におき全国的に見られた一連の変化
の流れだったはずです｡とすると､なぜ東北地方だけに｢骨葬｣の習俗が定着してきたのかとい
う点が問題になるかと思います｡この点に関するアンケートに寄せられた回答からは､東北地方
の人々の葬儀というものに対する認識の問題が作用しているという指摘が参考になります｡つま
り､土葬時から東北地方の人々は通夜､葬儀･告別式を終え､埋葬までして漸く全ての葬送儀礼
が完了L美との認識を持っていたというのです｡そのため､土葬時代に遺体を埋葬していたのと
同様に､葬儀の当日に遺骨を墓石の下のカロートに納める時間的余裕が求められているというこ
とになるのです｡さらに葬儀当日に墓に行くことになると､土葬時代に行っていた葬送行列に相
当する"別れ"が可能になると考えられているのです｡
以上の指摘は､葬祭業に従事してきた万々から印象論的になされていたものですが､最後にそ
のような傾向が東北地方に顕著な傾向であることを指摘して終わりに致しましょう｡
次にお話しいただく山田慎也さんが勤められている国立歴史民俗博物館が出した資料集に
『死･葬送･墓制資料集成』 (東日本編:1999年,西日本編:2000年)という大部のものがあり
ます｡これは葬送墓別に関する日本全国を鳥撤する基礎的な資料集ですが､そこに収録されてい
る死亡以後の儀礼の運びを整理してみますと､いわゆる｢骨葬｣の分布については､やはり東北
地方に多く見られます｡しかし必ずしも東北地方のみではないことが明らかになります｡千葉県
の松戸､長野県､静岡県､それから三重県鳥羽､和歌山､島根､そして鹿児島や沖縄にもみられ
るのです｡とすると｢骨葬｣は東北地方に独自な習俗であるという言い方は､ちょっと考えなけ
ればならないのですが､ひとつ気になることがあります｡それは､納骨するまでの時間の点なの
です｡納骨時期に関して､例えば長野県の場合は､火葬を死亡後三日目に行って葬儀を行うので
すが納骨は四十九日にするとしています｡実はこのように､火葬-葬儀･告別式ときたあと､納
骨は少し時間をおいてからとするところが他地域ではほとんどなのです｡ところが､東北地方だ
けは､葬式したそのE=こ納めてしまうというのが大半です｡この辺りが東北地方の｢骨葬｣の特
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一　徴として指摘できると思うのですが｡そのような慣行の背後には､遺体を埋葬するところまで
やって葬儀は終了という土葬時代の認識が､現在の火葬になってもそれに準じて考えられてお
り､焼骨を墓に納めることまでして葬儀が終了すると考えられていることが見て取れるのではな
いかと思います｡
時間が来たかと思います｡私の発表は､これで終了させていただきます｡
